
 

 

議案第２２号  

羽生市消防団条例の一部を改正する条例  

羽生市消防団条例（昭和２９年条例第６号）の一部を次のように改

正する｡  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１）  改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３）  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改 正 後  改 正 前  

（任命）  （任命）  

第５条 消防団長（以下「団長」とい

う。）は、消防団の推薦に基づき市

長が任命し、団長以外の団員は、団

長が次に掲げる要件を満たす者のう

ちか ら、 市長 の承 認を 得て 任命 す

る。  

第５条 消防団長（以下「団長」とい

う。）は、消防団の推薦に基づき市

長が任命し、団長以外の団員は、団

長が次に掲げる資格を有する者のう

ちか ら、 市長 の承 認を 得て 任命 す

る。  

（１） 市内に居住し、又は勤務し

ていること。  

（１） 市内に居住し、又は勤務す

る者  

（２） 年齢が１８歳以上であるこ

と。  

（２） 年齢１８歳以上の者  

（３） 身体強健で、かつ、志操堅

固であること。  

（３） 身体強健にして志操堅固な

者  

（懲戒）  （懲戒）  

第８条 任命権者は、団員が次の各号

のいずれかに該当する場合において

は、懲戒処分として戒告、停職又は

免職の処分をすることができる。  

第８条 任命権者は、団員が次の各号

のいずれかに該当する場合において

は、懲戒処分として戒告、停職又は

免職の処分をすることができる。  

（１） （略）  （１） （略）  

（２） 職務上の義務に違反し、又

は職務を怠ったとき。  

（２） 職務上の義務に違反し又は

職務を怠ったとき。  

（３） 団員としてふさわしくない

非行があったとき。  

（３） 団員たるにふさわしくない

非行があったとき。  



 

 

２ 停職は、１か月以内の期間を定め

てこれを行う。  

２ 停職は、１月以内の期間を定めて

これを行う。  

（服務規律）  （服務規律）  

第９条 （略）  第９条 （略）  

２ 前項の規定にかかわらず、招集を

受けない場合であっても、災害（水

火災、地震等の災害をいう。以下同

じ。）の発生を知ったときは、あら

かじめ指定するところに従い、直ち

に出動し、職務に従事しなければな

らない。  

２ 招集を受けない場合であっても、

水火災、その他の災害の発生を知っ

たときは、あらかじめ指定するとこ

ろに従い直ちに出動し、服務に就か

なければならない。  

第１２条 団員は、次の事項を遵守し

なければならない。  

第１２条 団員は、次の事項を遵守し

なければならない。  

（１） 住民に対し常に災害の予防

及び警戒心の喚起に努め、災害に

際しては、全力を挙げてこれに当

たる心構えを持つこと。  

（１） 住民に対し常に水火災の予

防及び警戒心の喚起に努め、災害

に際しては、身を挺してこれに当

たる心構えを持たなければならな

い。  

（２） 上長の指揮の下に行動する

こと。  

（２） 規律を厳守して上長の指揮

命令のもとに上下一体、事に当な

らなければならない。  

（３） 相互に連絡し、協調するこ

と。  

（３） 上下同僚の間、互に相敬愛

し、礼節を重んじ、信義を厚くし

て、常に言行を慎しまなければな

らない。  

（４） 職務のためであっても、み

だりに建造物その他の物件を毀損

しないこと。  

（４） 職務に関し、金品の寄贈若

しくは供応接待を受け、又はこれ

を請求する等のことがあってはな

らない。  

（５） 職務上知得した秘密を他に

漏らさないこと。  

（５） 職務上知得した秘密を他に

もらしてはならない。  

（６） 消防団又は団員の名義をも

って、特定の政党、結社若しくは

政治団体を支持し、反対し、若し

くはこれに加担し、又は他人の訴

訟 若 し く は 紛 議 に 関 与 し な い こ

と。  

（６） 団員は、消防団又は団員の

名儀をもって特定の政党、結社若

し く は 政 治 団 体 を 支 持 し 、 反 対

し、若しくはこれに加担し、又は

他人の訴訟若しくは紛議に関与し

てはならない。  

（７） 消防団又は団員の名義をも

って、みだりに寄附の募集又は営

利行為をしないこと。  

（７） 消防団又は団員の名儀をも

って、みだりに寄附金を募り、又

は営利行為をなし、若しくは義務

の負担となるような行為をしては

ならない。  



 

 

（８） 機械器具その他消防団の設

備資材を職務以外の目的で使用し

ないこと。  

（８） 機械器具その他消防団の設

備資材の維持、管理に当たり、職

務のほか、これを使用してはなら

ない。  

（報酬）  （報酬）  

第１３条 団員の報酬は、年額報酬及

び出動報酬とする。  

第１３条 団員の報酬は、別表のとお

りとする。  

２  年 額報酬の額は別表第１、出動

報酬の額は別表第２のとおりとする。  

 

３ 報酬の支給方法は、特別職の職員

で非常勤のものに支給する報酬の例

による。  

２ 報酬の支給は、非常勤の特別職員

に支給する報酬の例による。  

（費用弁償）  （費用弁償）  

第１３条の２ （略）  第１３条の２ （略）  

２ 旅費の額は、一般職の職員に支給

する旅費相当額とする。  

２ 前項の規定により、支給する旅費

の額は別表のとおりとする。  

 ３ 団員が、公務のため市内に旅行し

たときは、費用弁償として、１日に

つき１，８００円（ただし、訓練及

び警 戒出 動に あっ ては １， ８０ ０

円、緊急出動にあっては１回２，５００

円）の旅費を支給する。  

３ 旅費の支給方法は、一般職の職員

に支給する旅費の例による。  

４ 前２項に定めるもののほか、団員

に支給する旅費については、羽生市

一般職職員の旅費に関する条例（昭

和３ １年 条例 第３ ５号 ）を 準用 す

る。  

別表第１（第１３条関係）  別表  

年額報酬  

職名  区分  金額  

団長  年額  １６８，０００円  

副団長  年額  １２４，０００円  

分団長  年額  ９３，０００円  

副分団長  年額  ７６，０００円  

部長  年額  ６３，０００円  

班長  年額  ５１，０００円  

そ の 他 の

団員  

年額  ４５，０００円  

 

職名  区分  報酬の額  旅費

の額  

団長  年額  １６８，０００円 一 般

職 の

職 員

に 支

給 す

る 旅

費 相

当額  

副団長  年額  １２４，０００円 

分団長  年額  ９３，０００円  

副分団長 年額  ７６，０００円  

部長  年額  ６３，０００円  

班長  年額  ５１，０００円  

そ の 他

の団員  

年額  ４５，０００円  

 

備考  機関員については、金額に

１３，０００円を加算した額と

する。  

備考  機関員については、前記報

酬へ１３，０００円を加算した

額とする。  



 

 

別表第２（第１３条関係）  

出動報酬  

 

種別  区分  金額  

４時間未満 ４時間以上 

緊 急 出

動  

日額  ４，０００

円  

８，０００

円  

訓 練 及

び 警 戒

出動  

日額  １，８００

円  

３，６００

円  

 

 

  

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ この条例の施行の際現に旅行している者に支給する旅費の額につ

いては、なお従前の例による。  

令和４年２月２２日提出  

埼玉県羽生市長 河  田  晃  明    

 


